
課 題 解 決 型 高 度 医 療 人 材 養 成 プ ロ グ ラ ム 
選定事業の概要と推進委員会からの主なコメント 

 
［取組１］医師・歯科医師を対象とした事業 

     （１）横断的な診療力とマネジメント力の両方を兼ね備えた医師養成 

① 医療の質管理領域（医療安全・感染制御） 
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事 業 の 概 要 

【目的】我が国での安全管理・感染制御を含む医療の質の体系的な評価と確保を担える人材が極めて

少ないこと及び医療機能高度化を支える病院組織マネジメントが確立されていない現状を改善するこ

とが急務である。そこで本プログラムにおいて、我が国の高度急性期病院における医療の質と安全の

評価と確保及び病院機能の高度化に相応した病院組織マネジメントを担う人材の養成を目指す。 

【取組内容】レセプト、ＤＰＣデータ等から求められる臨床指標を用いた医療の質及び安全の評価と

それに基づく医療の質保証プログラムであるＰＤＣＡの実行、管理に必要な、データ分析力、実行力

を持つとともに、これらの質保証プログラムの実践を病院機能の更なる高度化及び機能的な組織間連

携の増強につなげて、病院組織マネジメント改革を実現するリーダーシップを発揮できる人材の養成

を目標とする。 

推進委員会からの主なコメント    ○：優れた点等、●：充実を要する点等 

○人材育成像が本事業に合致している。 

○教育プログラムは実践的であるばかりでなく、医療情報を有効活用した独創性のあるものになって

いる。 

○事業総括を学長に据え、病院直轄のクオリティ・マネジメント・センターを設置し、また、医療管

理政策大学院とも連携した指導体制が盤石であり、事業継続が期待できる。 

○クオリティ・マネジメント・センターを設置し、それと連携して院内の様々なデータを積極的に取

り込むための情報の高度利用能力を高め、医療の質評価に役立てるとともに、そのような文化を恒

常的に醸成し続けるために PDCA サイクルをまわそうとしている点で斬新である。 

○学内にとどまらず、医科大学以外との連携で医療政策学、医用工学、マネジメント理論を取り入れ

ている点もよい。演習教材の公開を目指している点も「課題解決型高度医療人材養成プログラム」

の主旨に合致する。 

○感染制御、医療安全を含むクリニカルクオリティマネジメント人材の育成を目指す独創的な提案で

あり、評価できる。 

●プログラムの目的に｢高機能病院で提供される医療の質を評価できる｣ということが記載されている

が、本事業が目指している分析力・実行力を備えて、リーダーシップをとれる人材が養成されるよ

う、開発する教育プログラムを常にＰＤＣＡサイクルで工程管理することが望まれる。 

●履修者のキャリア形成支援の具体的な方策について更なる充実が望まれる。 

 

 
 
 
 
 
 
 


